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講

　　　　灘灘．灘
はやく走りたいなあ　　松之由保翻運動会

今月号の主奪内容

ホームヘルパーの一賛 2～3
参議院選挙・ヂ臼痴3ロケ 4～7
町民慾膏大会 8～難
まちの誌題・ゆとりだより 10～ま3

お短らせ 14～欝

a號

圃圃回圃
おめでた（出生）

あかむ

茜里ちゃん　　草村利之・遜未さん

　　　　　　黒禽（薪宅〉
ちさとちゃん　編漂浩昭・幸予さん

　　　　　　小谷（平鑓）
たくみ

擁実ちゃん　　本山政男・せい子さん

　　　　　　醗麦立（しなん木〉
しょうた

翔太ちゃん　　櫃木竜博・浩美さん

　　　　　　免口（植木屋〉
てつひろ

暫広ちゃん　　本山墨志・純子さん

　　　　　　魯　根く大和屋）

おくやみ（死亡〉

布施隆治さん　74歳　黒　禽（彦七〉

蕎沢スギさん　80歳　湯　本（北沢〉

本由スノさん　劔歳　鐙麦立（しなん木／

佐藤キヨさん　76歳　中立由（うしろ〉

⑳◎⑨⑧
　　　　7月1藻境篠
総人口　3，347人（一2）

　男　1，63護人（0〉

　女　三，7欝人（一2〉

鍵帯数　王，捻5戸（一5〉

（〉内は前拷との比較

え・うちのおかあさん

町民憲章，召率，53、導，月綱定

わたしたちは松之由町民です．郷土を愛し、

みんなでよりよい町づくりをしよう、

町観の合雷葉

三、美しい緑と雪の申で

　　心豊かな人になろう
王、ブナの糖が触れ合うように

　　連体の心をもとう

　　　　ゆ王、湧きいづる湯泉のように

　　創造のカを蕩めよう

賦

おおみもえかちゃん

松之出（町営住電〉

激
1嬢欝・

わたなべまみちゃん

　棄霞幟本〉

◇6月の患采事

10欝　町蔑バレーボール大会

i5段　町総含検診珍猿まで

24β　高館トンネル安全析顯祭

25揖　6月定弼議会26費まで

温泉定休日
欝1温泉センター1翠の湯

7月lg・23115・31

8月120・27112・31

翻

25β　溝防醸半黛譲練

288　町溝防大会

◇7月質鷺～8月8鷺の予定

26段　町昆体畜大会

1段　野村万作公演

5β　松之山招魂祭

8碧　真夏の霧祭り

夢
a
記
＆
り

　
松
之
山
町
の
上
水
道
は
、
傭
廼
も

比
較
的
美
味
し
い
で
す
。
一
番
美
味

し
い
と
思
う
の
が
湯
本
の
水
で
す
。

大
松
山
か
ら
湧
き
出
て
く
る
水
は
、

癖
が
無
く
冷
た
く
美
昧
し
い
と
感
じ

ま
す
。
松
之
山
の
水
は
ち
ょ
っ
と
硬

め
、
薦
濾
繊
の
水
は
柔
ら
か
い
．

　
岡
じ
松
之
由
町
の
水
と
い
っ
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
微
妙
に
陳
が
違
う
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
機
会
が
あ
っ
た
ら
飲

み
沈
べ
て
く
だ
さ
い
。

　
嚢
た
り
蔚
の
よ
う
に
飲
ん
で
い
る

水
遜
水
も
、
そ
れ
を
維
持
管
理
し
て

い
る
撫
遜
春
の
普
労
は
大
変
な
も
の

で
す
。
あ
つ
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
す
．

美
味
し
い
水
を
大
切
に
硬
い
た
い
も

の
で
す
。

砥 軽
鴛6
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も
よ
り
ま
す
が

　
松
之
山
町
の
六
五
歳
以
上
の
謁
齢

化
率
は
三
十
七
・
三
五
％
、
県
下
で

も
第
二
位
の
葛
齢
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。
そ
ん
な
中
で
介
護
を
必
要
と
す

る
鐘
帯
も
年
々
増
え
て
き
て
い
ま
す
．

　
蕎
齢
者
の
多
く
は
身
体
が
不
自
由

に
な
っ
て
も
、
で
き
る
限
り
往
み
慣

れ
た
家
に
盤
酒
す
る
事
を
希
望
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
親
荏
の
編
縫
舗
度

は
、
筏
竈
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に

重
点
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　
篠
宅
介
護
サ
…
ビ
ス
に
は
、
ホ
…

ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
、
短
期
入
漸

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
、
鐵
常
焦
濡
用
異
給
付
な
ど
が

あ
り
ま
す
が
、
葎
塔
介
護
サ
ー
ビ
ス

で
一
番
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
が

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
と
書
わ
れ

て
い
ま
す
．

　
現
征
松
之
由
町
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
…
は
六
人
体
糊
、
入
浴
サ
ー
ビ
ス

が
ニ
チ
ー
ム
、
家
箏
援
助
が
一
チ
ー

ム
で
溝
動
し
て
い
ま
す
。
こ
の
体
鰯

は
そ
の
β
の
訪
闘
滋
程
に
よ
り
柔
軟

に
対
応
し
て
い
ま
す
．

　
ホ
…
ム
ヘ
ル
プ
サ
…
ビ
ス
を
受
け

て
い
る
徴
欝
は
㎎
牽
八
撹
鐵
、
そ
の

う
ち
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る

の
が
三
牽
覧
撹
樽
、
家
纂
援
助
が
十

二
撹
帯
、
巡
園
サ
…
ビ
ス
と
欝
わ
れ

る
一
鍵
の
中
で
構
翻
も
訪
間
を
受
け

る
鍛
帯
が
…
撹
帯
あ
り
豪
す
。

　
入
浴
サ
ー
ビ
ス
は
、
訪
問
灘
に
浴

そ
う
、
給
湯
タ
ン
ク
が
積
ま
れ
て
お

り
、
巖
初
に
ナ
ス
テ
ビ
ュ
ウ
湯
の
山

に
て
温
泉
が
給
湯
タ
ン
ク
に
補
給
さ

れ
ま
す
。
訪
聞
先
に
藩
い
た
ら
、
鷹

間
や
自
窯
に
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
を
敷

き
浴
そ
う
を
罎
き
、
灘
か
ら
給
湯
タ

・
ノ
ク
よ
り
ホ
ー
ス
を
の
ば
し
給
湯
さ

れ
ま
す
。
湯
泉
は
八
牽
度
以
上
と
温

度
が
葛
い
た
め
、
家
庭
の
水
遵
水
で

繭
十
度
蔚
後
に
調
整
さ
れ
ま
す
．

　
サ
…
ビ
ス
を
受
け
る
方
の
容
懇
に

灘
．

臨　　　　嚢騒輔
ナステビュウ湯の山にて　訪問車に温泉を給湯中

　
　
　
　
　
　
、
で
き
る
だ
け
自
分

で
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
す
る
よ
う

に
心
が
け
て
い
ま
す
。
浴
そ
う
談
で

の
移
動
や
、
脱
衣
な
ど
が
で
き
る
人

は
、
ヘ
ル
パ
…
任
せ
に
し
な
い
よ
う

に
し
て
い
ま
す
．

　
浴
そ
う
に
は
い
る
と
丁
購
に
汗
を

洗
い
流
し
て
く
れ
ま
す
。
温
泉
を
横

硝
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
介
護

を
受
け
る
人
に
は
快
適
で
、
湯
冷
め

し
な
い
の
で
薯
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
洗
髪
が
済
み
浴
そ
う
か
ら
上
が
っ

た
お
と
し
よ
り
の
気
持
ち
良
さ
そ
う

な
顔
が
印
象
的
で
し
た
、

愈」ノ認

＄
糟鹸鑑

　
家
箏
援
助
は
、
老
人
灘
帯
で
録
常

の
盤
括
が
大
変
な
方
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。食

箏
作
り
、
婦
除
、
洗
濯
、
翼
い

物
、
薬
の
配
達
な
ど
を
援
助
し
て
く

れ
ま
す
。
食
事
窪
り
は
、
｝
餓
に
二

鷺
分
く
ら
い
の
お
か
ず
を
難
贔
く
ら

い
作
っ
て
く
れ
ま
す
．
約
二
時
間
ほ

ど
の
間
に
手
畢
く
家
事
を
こ
な
し
て

い
ま
し
た
．

　
希
望
に
よ
り
ま
す
が
…
週
間
に
二

翻
訪
閥
に
来
て
く
れ
ま
す
、

　
巡
鐡
サ
ー
ビ
ス
は
家
薩
の
状
況
に

よ
り
、
寝
た
嚢
り
の
方
の
お
む
つ
替

え
、
食
箏
介
助
、
水
分
補
給
な
ど
短

い
介
護
時
間
を
一
繍
に
伺
膨
も
必
要

と
し
て
い
る
撹
帯
に
行
わ
れ
ま
す
、

　
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
は
本
人
ま
た

は
家
躾
の
方
と
保
健
嬬
に
よ
っ
て
翻

し
あ
わ
れ
、
そ
の
方
の
状
溌
に
あ
っ

た
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

だ
け
で
な
く
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

を
う
ま
く
組
み
舎
わ
せ
て
、
遍
度
の

介
護
疲
れ
を
防
ぐ
こ
と
が
大
切
で
す
。

介
護
が
大
変
だ
と
思
う
人
は
保
健

セ
ン
タ
ー
に
ぜ
ひ
ご
櫓
談
下
さ
い

　
　
　
　
費
六
…
蕊
七
〇
五

家
事
援
助
の
よ
う
す
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鎮
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史
の
転
換
期
に
葱
き
て
い
る
と
い
う

実
感
を
深
め
る
鋒
今
で
す
、

　
し
か
し
、
…
人
榊
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が
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の
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、
そ
の
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は
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は
ど
の
よ
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興
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を
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る
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き
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の
か
、
つ
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り

「
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の
よ
う
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祇
会
を
目
指
す
の

か
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と
い
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会
の
コ
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セ
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サ
ス

は
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に
確
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し
て
い
な
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で
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瓜
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懲
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。
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簿
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、
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思
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が
形

に
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る
紘
浅
参
画
の
祇
会
が
必
要

嘆
住
民
参
画
」
の
　
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

　
　
　
　
　
　
　
時
代
　
α

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

で
す
。

　
蝦
透
で
は
欝
常
的
に
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
「
楡
鐵
参
擁
幅
と
い
う

　
、
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、
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な
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き
を
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が
、
輿
体
と
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は
行
政
や
議

会
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補
う
も
の
と
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の
儒
民
参
擁
、
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か
せ
羅
虹
主
義
恥
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な
面
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多
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っ
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の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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、
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闘
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っ
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。
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摺
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築
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の
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。

　
住
罠
一
人
一
人
が
必
要
な
情
報
を

取
り
入
れ
、
祇
会
的
役
翻
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、
そ
の
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‘
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撫
政
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驚
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を
務
め
ま
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。
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ン
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ー
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箭
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ィ
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麗

か
れ
、
映
瀬
醐
係
煮
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後
援
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、
時

践
、
フ
ァ
・
、
－
の
方
々
、
田
ヒ
十
人
が
集

ま
り
盛
大
に
婁
が
催
さ
れ
ま
し
た
．

　
ま
た
、
撮
影
記
憩
と
し
て
大
棟
山

美
術
博
物
館
に
は
、
「
泰
慮
水
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が

記
念
植
樹
さ
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ま
し
た
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な
お
、
撮
影
は
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内
で
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分
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」

が
行
わ
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、
松
之
山
町
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は
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麗
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の
浅
野
忠
儒
さ
ん
と
難
刈
蕉
雄
さ
ん

に
よ
り
、
畢
刈
さ
ん
扮
す
る
木
枯
の

自
竃
の
設
定
で
大
棟
山
美
術
博
物
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内
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
．

あ
ら
す
じ

　
遇
嚢
か
釆
来
か
も
わ
か
ら
な
い
、

想
像
の
ゆ
の
鶏
塞
．
そ
こ
に
は
単
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鷺
常
と
化
し
た
戦
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が
続
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て
お
り
、

窪
襲
に
よ
っ
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も
人
々
も
殺
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し
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。
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は
、
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き
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が
ら
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馬
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と
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て
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の
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地
に
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の
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に
は
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気
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櫓
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っ
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の
暗
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は
、
彼
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晃
上
げ
る

サ
ヨ
の
醸
が
あ
っ
た
…
、

記念檀樹にて

左よリ　プ臼デューサー古灘敏文さん　1主演の浅野忠信さん

　　　　　　　　　　　　　　箪刈正雄さん　監督の手塚翼さん
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て
釆
来
の
町
づ
く
り
を
撫
う

「
人
づ
く
り
」
が
特
に
大
切
と
な
り

ま
す
。

　
住
罠
一
人
一
人
が
必
要
な
情
報
を

取
り
入
れ
、
祇
会
的
役
翻
と
自
a
震

境
を
果
た
し
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
中

で
駿
か
な
懲
繕
が
送
れ
る
、
そ
ん
な

絶
会
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
東
東
箏
務
勝
　
大
見
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上
　
監
督
の
手
塚
眞
氏

冶
　
前
夜
祭
パ
…
テ
ィ
…

　
映
醸
「
櫓
痴
」
の
撮
影
が
七
月
十

煮
、
十
穴
、
十
七
鷺
に
大
棟
山
悶
美
術

博
物
館
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
映
顧
「
顧
痴
漏
の
漂
作
蓄
は
作

家
の
坂
雛
安
、
、
‘
で
餉
町
擬
の
村
撫
政

光
氏
の
叔
父
に
あ
た
り
ま
す
。

　
「
櫓
痴
貼
は
坂
鶯
安
鷲
に
と
っ
て

「
堕
落
論
幅
に
並
ぶ
代
表
作
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
圓
の
映
顧
化
に
あ

た
っ
て
は
、
漫
爾
家
の
故
離
塚
漉
滋

疑
の
簸
勇
で
あ
る
欝
塚
灘
疑
が
驚
督

を
務
め
ま
す
。

　
酬
欝
に
は
麟
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
箭
夜
祭
パ
ー
テ
ィ
ー
が
麗

か
れ
、
映
瀬
醐
係
煮
、
後
援
会
、
時

践
、
フ
ァ
・
、
－
の
方
々
、
田
ヒ
十
人
が
集

ま
り
盛
大
に
婁
が
催
さ
れ
ま
し
た
．

　
ま
た
、
撮
影
記
憩
と
し
て
大
棟
山

美
術
博
物
館
に
は
、
「
泰
慮
水
幅
が

記
念
植
樹
さ
れ
ま
し
た
、

　
な
お
、
撮
影
は
県
内
で
墨
分
以
」

が
行
わ
れ
、
松
之
山
町
で
は
、
麗
演

の
浅
野
忠
儒
さ
ん
と
難
刈
蕉
雄
さ
ん

に
よ
り
、
畢
刈
さ
ん
扮
す
る
木
枯
の

自
竃
の
設
定
で
大
棟
山
美
術
博
物
餓

内
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
．

あ
ら
す
じ

　
遇
嚢
か
釆
来
か
も
わ
か
ら
な
い
、

想
像
の
ゆ
の
鶏
塞
．
そ
こ
に
は
単
ば

鷺
常
と
化
し
た
戦
争
が
続
い
て
お
り
、

窪
襲
に
よ
っ
て
驚
も
人
々
も
殺
伐
と

し
、
焼
み
き
っ
て
い
た
。
主
入
公
の

研
沢
は
、
映
麟
製
作
の
夢
を
撫
き
な

が
ら
、
今
は
テ
レ
ビ
馬
の
演
出
助
手

と
し
て
働
く
男
で
あ
る
心
場
宋
の
賂

地
に
住
む
彼
の
隣
蟹
に
は
、
気
違
い

の
夫
・
木
櫓
と
自
痴
の
妻
サ
ヨ
が
い

た
。
あ
る
欝
、
卿
沢
に
心
慧
か
れ
て

い
る
ス
タ
ー
銀
海
の
顧
策
に
よ
っ
て
、

披
は
心
身
共
に
深
く
打
ち
の
め
さ
れ

る
、
そ
の
夜
、
疲
弊
し
た
揮
沢
が

帰
っ
て
押
入
を
醐
け
る
と
、
漿
た
し

て
そ
の
暗
醐
に
は
、
彼
を
晃
上
げ
る

サ
ヨ
の
醸
が
あ
っ
た
…
、

記念檀樹にて

左よリ　プ臼デューサー古灘敏文さん　1主演の浅野忠信さん

　　　　　　　　　　　　　　箪刈正雄さん　監督の手塚翼さん
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グリーンハウス
「里美」オープン

ホタル鑑蜜と

　　　棚田草刈体験ツアー

　
浦
鐡
地
躍
に
お
い
て
グ
リ
ー
ン
ハ

ウ
ス
「
緊
美
幅
が
五
月
よ
り
営
叢
を

始
め
ま
し
た
。

　
こ
の
農
家
鋭
祷
は
、
農
薬
体
験
宿

泊
施
設
で
、
県
内
初
の
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
綻
進
事
業
の
取
り
組
み

の
申
で
実
環
し
ま
し
た
、

　
グ
、
り
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、

「
都
市
住
民
の
単
な
る
観
光
で
は
な

く
、
農
山
村
の
生
活
を
体
験
し
、
地

域
の
住
民
と
息
の
長
い
交
流
を
作
っ

て
い
く
．
幅
こ
と
を
露
い
ま
す
。

　
経
営
主
は
、
籍
長
の
田
㌍
竃
士
雄

さ
ん
と
い
ず
み
さ
ん
、
久
保
繊
勇
さ

ん
と
キ
ヨ
ミ
さ
ん
、
佐
藤
童
｝
さ
ん

と
欝
美
代
さ
ん
の
薫
組
の
夫
妻
で
す
、

　
施
設
内
容
は
、
木
造
二
階
建
て
、

客
窯
五
部
屋
、
収
容
定
愚
十
七
名
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
五
月
に
は
照
植
え
体
験
が
爽
施
さ

れ
烹
十
二
名
の
参
癩
が
あ
り
ま
し
た
、

ま
た
七
月
十
九
鷺
に
は
、
ホ
タ
ル
鑑

賞
と
棚
懸
蕊
刈
体
験
ツ
ア
葦
と
し
て

十
黛
名
の
参
繊
が
閣
東
方
蒲
よ
り
あ

り
ま
し
た
。

　
草
刈
体
験
で
は
、
気
温
が
高
か
っ

た
た
め
、
木
陰
で
休
ん
で
い
る
入
も

い
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
元
無
に
十

ア
ー
ル
ほ
ど
の
た
ん
ぽ
の
磯
の
革
刈

を
し
て
い
ま
し
た
。

　
夜
に
な
る
と
八
時
頃
よ
り
民
擢
の

近
く
で
ホ
タ
ル
鑑
翼
を
し
ま
し
た
。

ホ
タ
ル
の
時
期
に
は
今
年
は
遅
か
っ

た
た
め
少
々
心
醗
し
ま
し
た
が
、
た

く
さ
ん
の
ホ
タ
ル
を
現
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
．
ま
た
登
濤
に
は
ジ
ャ
ガ

イ
モ
掘
り
や
、
ソ
バ
打
ち
体
験
を
し

て
も
ら
い
、
参
擁
し
た
皆
さ
ん
に
．
髄

ん
で
帰
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
、

草刈体験でちょっと一息

」

6

来業者3分の曳で、どれかに編ら

ないようにしています。　来作り

ではすべての贔質を均一一にする

のが難しいです。

　グリーンツーリズムに取り組

むきっかけは、浦懸地区でやって

いる霞村留学です。子供たちが農

材生活を体験すると、その父母た

ちとの交流が生まれます、もっと

多くの人にこの体験を瞭わって

もらいたいと思いました。これか

らは、学校も避休28毒彗になって

くるので、懲然体験型の観光が必

要になってくるのではないかと

思います、

　また農業体験ばかりでなく、籔

草や、由菜などお客が採ってきた

ものを料理してあげられるよう

な身遺な体験を大切にしたいで

す．

　誘客のターゲットが…般観光

客と違うので、農載体験を楽しみ

に来るお客さんに大整来てもら

いたいです。

「
…

　　、　P㌧’蹴一酬一｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝戸皿

鑓中冨士雄さんインタビュー

　農業が基本的に好きで、年一醸

の奴穫というものに楽しみを感

じている。

　以賄は、6敷aの田んぼを経営

していたが、今年は民覆経営のた

めに4ま撒に減らしている．しか

し、縛来は由問地農業の簸轟と露

われる鐙敷寂に桃戦してみたい。

　町の共補僕で減庚分を少なく

しています．規模を拡大するには

転作を考慮に入れなくてはいけ

ない．

　また、農繁則の人手を確保する

ために、相手方には機械力を提供

しています．

　療収は、7～8儀に押さえて食

辣を重視しています．飯路は、農

協3分範）玉，鯉人顧客3分の／，

ミ

…
！
し

シリーズ広報⑤

東頸城
　ふるさと晃て渉記・

重厚な歴史

　　総社「松苧神社」

松代町

　
昭
憩
五
十
薫
年
、
園
蜜
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
た
鴨
松
苧
神
裁
臨
は
、
ほ

く
ほ
く
線
ま
つ
だ
い
駅
か
ら
磁
で
十

分
．
犬
伏
を
通
り
遜
ぎ
、
出
嶺
の
駐

庫
場
か
ら
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
、
約
二

十
分
ほ
ど
で
由
須
に
到
蒲
し
ま
す
．

　
県
内
鍛
霞
の
木
造
建
築
と
麟
わ
れ
、

昭
秘
五
十
七
雑
に
は
薪
潟
醸
報
載
が

主
催
し
た
「
新
潟
県
景
勝
猟
選
恥
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

　
松
之
山
郷
六
牽
穴
ケ
村
”
の
総
轄
蝶
守
、

ま
た
権
環
様
と
も
睡
ば
れ
て
い
る
総

祇
松
藩
神
祇
は
大
岡
鵜
年
（
茜
磨
八

欝
七
年
）
坂
上
田
麺
麻
識
．
蒋
軍
に

よ
っ
て
創
剛
建
さ
れ
、
　
明
｛
泌
六
奪
　
（
ヂ

縢
百
九
十
七
葎
）
に
移
築
さ
れ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
、
そ
の
後
、
源

義
家
公
や
将
軍
建
創
義
尚
、
上
杉
謙

信
、
松
平
忠
輝
公
の
祈
願
所
と
も
な

り
ま
し
た
。

　
磁
無
、
薮
月
八
段
と
八
月
牽
八
β

に
は
祭
礼
が
行
わ
駅
ま
す
が
、
こ
の

縫
を
禽
め
て
誰
で
も
登
れ
ま
す
．
女

人
禁
舗
は
替
の
講
、
簸
近
は
女
性
の

姿
も
見
か
け
豪
す
、

　
蟻
難
に
耐
え
て
瓢
蕩
鷲
、
鎧
鼠
潜

や
典
侍
も
隅
じ
道
を
登
り
ま
し
た
。

林
に
涼
み
汗
を
拭
き
、
彼
ら
は
伺
を

毒
え
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
、
そ
し

て
、
そ
れ
を
冤
続
け
て
い
た
松
箏
大

権
親
、
思
い
浮
か
べ
る
だ
け
で
麗
灘

な
歴
史
の
狐
マ
ン
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
登
撫
コ
ー
ス
は
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
犬

伏
コ
ー
ス
、
急
峻
な
菅
刈
コ
ー
ス
、

峰
づ
た
い
を
墾
く
亭
島
コ
ー
ス
の
三

と
お
り
が
あ
り
ま
す
。

　
俗
世
闘
を
超
越
し
た
涼
風
と
、
は

る
か
な
歴
史
、
ご
塚
族
連
れ
で
出
か

け
て
み
ま
せ
ん
か
。

匡セ厘匠匡

区匿

俳
　
句

梅
雨
寒
に
父
の
病
も
癒
え
ぬ
ま
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
　
　
ご
を
り

片
麻
痺
を
残
し
て
父
の
梅
雨
籠

　
　
　
天
水
越
（
中
　
段
〉
佐
藤

翠
子

畳
替
え
藺
草
の
匂
う
夏
座
敷

夏
霧
や
待
て
ど
台
馬
は
頂
せ
ず

　
　
　
天
水
越
（
　
林
　
〉
佐
藤
多
美
子

騨
山
を
わ
が
も
の
に
し
て
蝉
時
爾

炎
昼
や
蔦
を
ま
と
ひ
て
杉
の
幹

　
　
　
松
之
由
（
一
の
瀬
〉
溝
　
々

8

ツ

）

坊

翔
　
籾

乱
高
下
さ
れ
て
諭
吉
も
落
ち
着
け
ず

窓
の
こ
れ
が
造
花
か
手
が
触
れ
る

保
険
金
せ
め
て
岬
月
居
て
く
ん
ろ

　
　
　
　
　
　
　
黒
　
愈
（
一
枚
顧
）
草
村

柳
友
作
品
紹
介

騨
年
盈
岬
蒼
で
語
る
里
蝿
纏
　
　
　
　
井

お
湯
が
出
て
塗
纏
替
え
ら
れ
る
層
の
地
図
　
　
朝

泣
か
さ
れ
た
酒
を
供
え
る
酬
周
忌
　
　
　
　
　
藩

正
孝林子上

フ
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し、縛来は由問地農業の簸轟と露

われる鐙敷寂に桃戦してみたい。

　町の共補僕で減庚分を少なく

しています．規模を拡大するには
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ない．

　また、農繁則の人手を確保する

ために、相手方には機械力を提供

しています．

　療収は、7～8儀に押さえて食

辣を重視しています．飯路は、農

協3分範）玉，鯉人顧客3分の／，

ミ

…
！
し

シリーズ広報⑤

東頸城
　ふるさと晃て渉記・

重厚な歴史

　　総社「松苧神社」

松代町

　
昭
憩
五
十
薫
年
、
園
蜜
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
た
鴨
松
苧
神
裁
臨
は
、
ほ

く
ほ
く
線
ま
つ
だ
い
駅
か
ら
磁
で
十

分
．
犬
伏
を
通
り
遜
ぎ
、
出
嶺
の
駐

庫
場
か
ら
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
、
約
二

十
分
ほ
ど
で
由
須
に
到
蒲
し
ま
す
．

　
県
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鍛
霞
の
木
造
建
築
と
麟
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れ
、

昭
秘
五
十
七
雑
に
は
薪
潟
醸
報
載
が

主
催
し
た
「
新
潟
県
景
勝
猟
選
恥
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

　
松
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郷
六
牽
穴
ケ
村
”
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総
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守
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睡
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い
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総

祇
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藩
神
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岡
鵜
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茜
磨
八

欝
七
年
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坂
上
田
麺
麻
識
．
蒋
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よ
っ
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創
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さ
れ
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明
｛
泌
六
奪
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ヂ

縢
百
九
十
七
葎
）
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移
築
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伝
え
ら
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て
い
ま
す
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そ
の
後
、
源

義
家
公
や
将
軍
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創
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尚
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上
杉
謙

信
、
松
平
忠
輝
公
の
祈
願
所
と
も
な

り
ま
し
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。
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無
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月
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八
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牽
八
β
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こ
の

縫
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禽
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誰
で
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．
女
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禁
舗
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替
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講
、
簸
近
は
女
性
の
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見
か
け
豪
す
、

　
蟻
難
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耐
え
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瓢
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鷲
、
鎧
鼠
潜
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典
侍
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隅
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道
を
登
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ま
し
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麗
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歴
史
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狐
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感
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。
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ポ
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ュ
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犬
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峰
づ
た
い
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墾
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亭
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三
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史
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匡セ厘匠匡
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梅
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ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
　
　
ご
を
り

片
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梅
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天
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段
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匂
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夏
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敷

夏
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台
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は
頂
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天
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越
（
　
林
　
〉
佐
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美
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わ
が
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の
に
し
て
蝉
時
爾

炎
昼
や
蔦
を
ま
と
ひ
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杉
の
幹

　
　
　
松
之
由
（
一
の
瀬
〉
溝
　
々

8

ツ

）

坊

翔
　
籾

乱
高
下
さ
れ
て
諭
吉
も
落
ち
着
け
ず

窓
の
こ
れ
が
造
花
か
手
が
触
れ
る

保
険
金
せ
め
て
岬
月
居
て
く
ん
ろ

　
　
　
　
　
　
　
黒
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柳
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騨
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る
里
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纏
　
　
　
　
井

お
湯
が
出
て
塗
纏
替
え
ら
れ
る
層
の
地
図
　
　
朝

泣
か
さ
れ
た
酒
を
供
え
る
酬
周
忌
　
　
　
　
　
藩

正
孝林子上

フ
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第23回町民体育大会

　
七
月
二
十
六
鷺
に
町
民
グ
ラ
ン
ド

に
お
い
て
第
二
十
憶
、
翻
町
浅
体
脊
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
．
運
嬢
の
真
翼

漏
の
中
、
五
地
区
対
抗
の
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
．

　
醐
会
式
で
は
、
簸
初
に
松
之
由
小

学
校
兜
童
に
よ
る
マ
…
チ
ン
グ
バ
ン

ド
が
行
わ
れ
、
き
れ
い
に
行
進
す
る

様
子
に
柏
手
が
趨
こ
り
ま
し
た
。

麟
旗
、
町
旗
、
大
会
籏
入
場
の
後
、
選

手
、
役
繰
の
入
場
行
進
が
行
わ
れ
滝

沢
倫
さ
ん
、
樋
鷺
智
代
さ
ん
に
よ
り

難
火
禽
に
灯
が
と
も
さ
れ
ま
し
た
。

各
地
鷹
の
懸
旗
の
も
と
浦
照
地
鼠
よ

り
蕎
塚
秘
昭
さ
ん
が
選
黍
魚
欝
を
行

い
競
技
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
地
鷹
対
抗
競
技
は
、
紅
㌫
玉
入
れ
、

ナ
イ
ス
ド
リ
ブ
ル
リ
レ
ー
、
な
が
な

わ
と
び
．
の
び
た
り
ち
じ
ん
だ
り
、

綱
引
き
、
ア
ベ
ッ
ク
輪
投
げ
、
女
子

リ
レ
…
、
男
子
リ
レ
…
が
争
わ
れ
ま

し
た
。
特
に
女
子
リ
レ
…
な
ど
は
、

巖
後
ま
で
…
位
が
わ
か
ら
な
い
ほ
ど

・
競
り
金
い
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
ま

し
た
。

　
総
合
優
勝
は
、
常
勝
松
翼
地
区
を

婦
処
が
破
る
か
濾
目
さ
れ
ま
し
た
が
、

や
は
り
総
合
力
で
勝
る
松
璽
地
鷹
に

優
勝
を
さ
ら
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
．

　
地
区
対
抗
競
技
の
成
績
を
見
ま
す

と
、
ど
の
地
鷹
も
一
位
を
擦
る
種
目

が
あ
り
ま
し
た
。
最
下
位
に
な
る
種

繕
を
作
ら
な
い
こ
と
が
総
合
優
勝
に

な
る
秘
訣
の
よ
う
で
す
．

懇ρ

艶駕

］総合得点結果

　松璽地区員6点

　浦繊地鷹紛9点
　松之技1地1区　　94点

　薫省地区　90点
　布　　”捗毯区　　90ノ燕
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躍
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、
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、
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・
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もう一つの体育大会

松之山保育所運動会

高齢者ス。ポー一ツ大禽

グートボー一ル・ペタンク大会

わが家の人気者⑳

未
歩
ち
ゃ
ん
融
簸
場

2
歳

小林勝男・なつ子さん次女

　　　　　　上籔池（与八）

　家ではヂみほ3と呼ばれていま

す。私は、お母さんをヂあ一ちゃ

ん」、お父さんを「おとうちゃん3と

呼んでいます。

　好きな食べ物は、アメやガムで

す、動物が好きでよく近漸の家へ

見に行きます。また神歓に行きす

べり台に乗ることと、外にでて花

を採ったり、泥を痩ってままごと

遊びをしています．　数鷺購、お兄

さんとお姉さんとおばあちゃんと

ギあんぼ」悸りをしました。私も

一燧作り次の鶏食べました．とて

も美陳しかったです．

1お母さんからの一謝

　健康で競るく，患いやりのある

子になってほしい。

　　　　　　　　　　　　』　一　』　　　　　　　　　　　い　　■　　　　　　　　　　㎜　，　■　　　　　　　　　｝　　　　　　　｝　｝　　　　　　㎜　　　　　㎜｝　　　　｛い　　　一備　　　｝｝　　㎜　｝r一噛一

松
之
山
保
育
所
運
動
会

　
七
月
二
十
二
獄
に
町
昆
体
畜
館
に

て
松
之
山
保
膏
漸
の
運
動
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
、

　
簸
初
に
き
り
ん
組
さ
ん
が
、
｝
甕

懸
禽
練
習
し
た
蕊
宅
酷
太
鼓
を
披
露

し
ま
し
た
。
そ
の
後
「
ゴ
ー
ル
を
目

指
せ
ち
び
っ
子
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
磁

「
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が
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に
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ま
し
た
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な
ど
保
膏
躍
な
ら
で
は
の
競
技
が
始

ま
り
、
会
場
は
笈
い
に
包
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

　
中
に
は
競
技
の
間
中
泣
い
て
い
た

園
兜
も
い
ま
し
た
が
、
難
段
と
違
う

運
動
会
に
ほ
と
ん
ど
の
子
供
は
、
冗

餓
い
っ
ぱ
い
に
競
技
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。
八
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に
入
り
、
浦
繊
保
脊

鱗
、
松
璽
保
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所
の
運
動
会
も
醐
か

れ
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す
の
で
、
お
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く
の
方
は
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撫
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て
み
て
く
だ
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い
。
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ペ
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十
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ド
に
て
、
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・
ペ
タ
ン
ク
の
大
会

が
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れ
ま
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た
。

　
当
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は
、
翼
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揖
の
天
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で
、
か
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り
暑
か
っ
た
の
で
す
が
皆
さ
ん
お

年
を
感
じ
さ
せ
な
い
ほ
ど
熱
心
に
競

技
を
し
て
い
ま
し
た
．

　
少
し
取
劔
し
た
だ
け
な
の
で
す
が
、

か
な
り
奥
の
深
い
競
技
の
よ
う
に
晃

受
け
ら
れ
ま
し
た
。
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に
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さ
れ
た
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ム
は
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は
十
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、
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が
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で
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が
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、
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が
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に
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が
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び
大
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が
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は
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べ
と
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ズ
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な
ど
ユ
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ク
な
も
の
が
多
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楽
し
い
大
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と
な

り
ま
し
た
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は
全
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で
十
三
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で
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で
九
チ
ー
ム
が
勝
ち
残
り

決
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戦
が
争
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れ
ま
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勝
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は
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池
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で
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五
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跳
び
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フ
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、
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純
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で
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に
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て
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会
の
十
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記
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祝
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が
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催
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れ
ま
し
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。

　
松
之
由
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ら
も
町
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を
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と
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て
浦
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地
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よ
り
バ
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を
チ
ャ
ー
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し
て
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ま
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．

　
東
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浦
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は
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以
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濡
動

し
て
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ま
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が
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一
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途
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え
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に
発
昆
し
て
か
ら
十
驚
た
っ
た
も

の
で
す
。
総
勢
蕎
五
十
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も
の
出
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潔
が
あ
り
、
盛
大
に
行
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れ
ま
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た
。

ま
た
こ
れ
を
機
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会
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が
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よ
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内
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者

　
ス
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縫
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に
お
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て

昏
地
潔
鮒
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の
蕎
齢
潔
ス
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ー
ツ
大

会
が
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催
さ
れ
ま
し
た
。
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技
内
容
は
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る
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、
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、
輪
投
げ
、
ス
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飛
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、
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ー
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グ
、
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れ
、
ボ
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ル
運
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の
七
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で
争
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れ
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老
入
会
総
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の
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は
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に
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が
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の
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が
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に
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と
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を
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の
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も
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を
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を
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ら
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よ
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く
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て
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、
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、
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、
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、
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レ
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な
ど
大
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け
の
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技
で
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ま
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、
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で
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て
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も
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で
、
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に
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中
に
松

之
出
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や
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そ
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う
な
愛
着
を
持
っ
て
覇
夕
眺
め

て
い
る
も
の
で
す
が
、
そ
ん
な
晃
橿

れ
た
野
や
山
が
闘
季
折
々
に
衣
替
え

し
た
美
し
い
姿
を
兇
せ
て
く
れ
ま
す
、

「
奥
越
後
松
之
撫
郷
の
囎
季
幅
と
題

し
て
、
撮
口
満
漉
さ
ん
（
湯
の
鶴
）

の
瀾
展
が
闘
礫
さ
れ
ま
す
。
お
盆
休

み
に
量
非
ご
覧
く
だ
さ
い
．
入
場
は

無
料
で
す
。

▼
期
環
8
局
補
猿
（
金
）
～
鴛
a

　
　
　
　
（
月
）

▼
時
聞
　
午
醗
9
時
～
午
後
5
購

▼
場
漸
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

　
昨
葎
に
引
き
続
き
、
人
物
写
翼
や

風
景
曝
翼
の
．
取
り
方
の
基
奉
に
つ
い

て
学
び
ま
す
．

▼
期
β

▼
時
間

▼
場
所

▼
講
師

ゆとりくん

8
月
2
0
獄
（
木
）

午
後
7
時
鱒
分
～

自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

小
晃
重
義
さ
ん
（
松
之
山

人
材
バ
ン
ク
）

「
…
ー
…
…
」

㎜皿

女
牲
ネ
ッ
ト
ワ
茎
ク
…

㎜
　
　
概
究
会
」

　
茶
道
の
道
興
や
作
法
な
ど
、
茶
道

の
初
券
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

▼
期
欝

▼
時
間

▼
場
所

▼
講
師

蜀
藷
整
□
U

　｝…｝

　
初
心
潔
の
方
を
中
心
に
、
楽
し
み

な
が
ら
英
語
に
櫻
れ
る
こ
と
か
ら
輪

め
ま
し
ょ
う
、
簿
鍔
2
鰍
、
稔
月
ま

で
実
施
し
ま
す
、

▼
期
総
9
月
8
観
、
簾
a
（
火
）

▼
時
賜
　
午
後
7
縛
3
0
分
～
9
暁

▼
場
所
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

▼
講
師
　
ピ
…
タ
ー
・
ド
カ
テ
ィ
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8
屑
箆
繊
（
金
V

午
後
7
時
30
分

懲
然
休
養
村
セ
ン
タ
韮

重
野
翻
子
さ
ん
（
松
之
山

入
材
バ
ン
ク
）

湯
鳥
大
学

　
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
「
歴
史
探

訪
」
と
餅
せ
て
、
越
銘
町
・
長
岡
市

付
近
の
豪
農
の
館
や
近
代
美
衛
館
な

ど
を
バ
ス
幌
察
し
ま
す
、

▼
擬
鷺
8
月
2
0
鷺
（
木
）

▼
時
問
　
午
繭
8
時
3
0
分
出
発

▼
場
筋
　
自
然
休
養
糎
セ
＼
、
ー
タ
…
に

　
　
　
　
集
合

▼
講
師
　
溺
谷
暫
郎
先
焦
く
松
代
醗
）

　
郡
内
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
元
気
に
ス
ポ
…
ツ
を
楽
し

み
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
声
援
く
だ
さ
い
．

▼
期
獄
8
月
器
績
（
火
）

▼
時
闘
釜
剛
9
時
～

▼
場
斯
　
町
民
偽
欝
館

▼
種
黛
　
運
動
会

キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

8
＆
G
少
年
野
球
大
会
㎜

　
郡
内
の
少
年
野
球
チ
…
ム
が
参
撫

し
臼
球
を
追
い
ま
す
。
松
之
山
ジ
ュ

ニ
ア
も
優
勝
を
欝
指
し
て
が
ん
ば
り

ま
し
ょ
う
、

▼
期
振
8
月
玉O
繕
（
欝
）

▼
場
所
　
安
塚
時

　
9
月
の
ニ
コ
ニ
コ
教
窺
は
、
大
厳

寺
蕩
厭
に
楽
し
い
バ
ス
ハ
イ
ク
で
す
沿

さ
あ
！
お
や
つ
を
持
っ
て
患
か
け
よ

う
。▼

潮
撫
　
9
月
9
黛
く
水
）

▼
時
・
間
　
午
餉
9
晦
～
U
暁

▼
場
所
　
休
養
穏
セ
・
ノ
タ
ー
に
集
合

　
纏
例
の
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
．

饗
順
の
練
習
で
鍛
え
た
技
と
チ
ー
ム

ワ
…
ク
で
レ
ッ
ツ
ト
ラ
イ
！
上
撹
入

賞
チ
…
ム
は
、
秋
の
郡
大
会
（
牧
轡
〉

紅
繍
場
し
ま
す
．

▼
期
鷺
　
8
月
27
欝
（
木
〉

　
　
　
　
雨
．
天
順
鍾

▼
縛
聞
午
繭
8
跨
鎗
分

▼
場
所
　
町
騰
グ
ラ
ン
ド

あなたがキレる瞬問　ニコラス・レグシュ

大河の・…滴　　　　　　　　　五木　寛之

源疑物語三～3巻　　　　　　瀬戸内寂聴

春の蕎瀬舟　　　　　　　　　平岩　弓枝

さよならブラックバード　　　景癒　蔑夫

宣戦鞘告　上・下　　　　　　麻生　　幾

ワイド・ショウ　　　　　　大鶴　義丹

段ボールハウスで見る夢　　　中村　智志

三奉の矢　上・下　　　　　　榊　　東行

樹縛　　　　　　　　　　　永井するみ

地球の落とし穴　　　　　　広瀬　　隆

セイロン亭の謎　’　　　　　　平震　弓枝

・文章学ノート　　　　　　　　永由　則夫
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松之山町心の教簿振興会議会長　力q藤宏一一　（松之撫町教禽萎蟄会教膏長

一

ふ
れ
あ
い
活
動
の
充
実

　
　
　
　
　
浦
留
小
学
校

　
嶺
校
で
は
、
子
・
親
・
職
員
と
の

ふ
れ
あ
い
繕
動
を
璽
視
し
、
様
々
な

濡
動
を
行
つ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
　
六
月
十
三
欝
に
欝
”
彊
瓢
P
T

A
と
称
し
て
、
親
子
で
地
鷹
体
資
大

会
の
た
め
に
グ
ラ
ン
ド
整
備
を
行
っ

た
．
グ
ラ
ン
ド
の
砂
ま
毒
で
は
、
親

が
一
輸
車
で
運
ぶ
と
、
兜
童
が
そ
の

砂
を
ス
コ
ッ
プ
で
ば
ら
ま
い
て
な
ら

し
た
。
休
懇
タ
イ
ム
で
は
、
ポ
カ
リ

ス
エ
ッ
ト
を
飲
み
な
が
ら
、
楽
し
く

ま
し
た
が
、

ち
ょ
こ
逃
げ
る
の
で
な
か
な
か
当
た

り
ま
せ
ん
。
結
果
は
予
供
た
ち
の
勝

利
で
し
た
．
わ
ず
か
一
時
問
是
ら
ず

で
あ
っ
た
が
、
親
子
で
汗
を
流
す
こ

と
が
で
き
大
変
袴
慧
義
な
ひ
と
と
き

を
適
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
、

　
今
後
の
誹
薩
は
、
｝
学
期
の
終
了

式
後
の
親
子
で
の
校
奮
清
掃
、
夏
休

み
の
親
子
簾
行
、
さ
わ
ら
び
祭
（
文

化
祭
）
に
飼
け
て
、
親
子
作
鹸
翻
作

な
ど
が
あ
り
蜜
す
．

　
こ
の
よ
う
な
繕
動
を
等
し
て
、

子
・
親
・
職
興
と
の
ふ
れ
あ
い
濡
動

を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
お
蹴
い

の
儒
績
関
係
を
深
め
て
い
家
す
．

談
箕
す
る
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
．

　
七
玲
十
六
鷺
の
期
来
一

P
T
A
の
際
に
、
親
子

で
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
粥
の

ボ
ー
ル
を
使
い
、
ド
ッ
ヂ

ボ
ー
ル
を
得
っ
た
．
こ
の

ボ
ー
ル
だ
と
柔
ら
か
い

の
で
嘉
た
っ
て
も
痛
く

な
い
し
、
大
人
で
も
な
か

な
か
思
っ
た
と
こ
ろ
へ

投
げ
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

こ
れ
が
お
も
し
ろ
い
と

こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。
紅

白
に
分
か
れ
て
対
戦
し

た
後
、
子
供
対
親
で
行
い

　
子
供
た
ち
は
、
ち
ょ
こ

豊
か
な
窃
然
に
学
ぶ

　
　
　
　
松
之
由
小
学
校

　
讐
キ
ュ
ロ
嶽
鷺
ー
隔
と
ア
カ
シ
3

ウ
ビ
ン
が
鳴
き
、
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
が

学
校
の
周
り
を
飛
び
交
う
野
鳥
の
宝

庫
の
松
之
由
小
学
校
．

　
懲
然
を
愛
し
、
守
り
膏
て
る
自
磁

濃
動
を
行
う
「
松
之
山
時
緑
の
少
無

懸
鳳
が
礁
葎
結
成
さ
れ
た
．

そ
の
湧
動
は
、

・
美
人
林
満
掃
（
春
、
秋
無
2
鐡
）

・
美
化
濡
動
（
花
作
り
、
菜
園
）

・
学
校
林
整
備

・
上
越
交
流
集
会
参
糠

・
奉
仕
潜
動
（
ア
ル
ミ
無
嬢
収
等
）

・
松
之
由
町
野
鳥
愛
護
会
の
栂
撫
祐

　
一
さ
ん
に
よ
る
野
鳥
、
植
物
を
学

　
ぶ
学
翌
会

　
な
ど
様
々
な
溝
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
六
無
盗
は
、
州
野
鳥
と
友
達
に
な

ろ
う
漏
を
テ
ー
マ
に
、
郷
土
の
農
然

に
対
す
る
愛
藩
を
費
て
、
露
然
聚
境

の
保
護
を
考
え
て
濡
動
し
て
い
ま
す
。

・
巣
箱
作
り
と
設
置

・
野
鳥
定
点
継
続
観
察

・
野
鳥
愛
護
会
の
勉
強
会
参
撫

・
幕
朝
の
探
鳥
会
参
頒

・
野
鳥
新
闘
作
り

　
こ
の
濡
動
の
中
で
、
東
掌
の
叶
内

拓
哉
さ
ん
と
簿
り
愈
い
、
奉
を
欝
贈

い
た
だ
き
、
水
梨
の
墨
野
疋
男
さ
ん

か
ら
ヤ
マ
セ
ミ
等
野
鳥
の
す
ば
ら
し

さ
、
棚
鐵
の
大
切
さ
を
お
誰
し
い
た

だ
意
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
．

　
こ
れ
ま
で
の
括
動
で
、
義
が
町
松

之
撫
が
い
か
に
自
然
豊
か
で
多
く
の

人
々
が
漉
穏
し
て
い
る
ス
テ
キ
な
町

で
あ
る
か
、
再
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
次
の
よ
う
な
漸
動
を
謙
麟

し
て
い
ま
す
。

①
夏
休
み
の
科
学
観
究

②
手
作
り
野
鳥
図
鑑

③
噛
ア
カ
シ
籏
ウ
ビ
ン
｝
へ
の
寄
稿

④
野
鳥
こ
け
し
作
り

⑤
騰
の
渡
り
観
察

　
野
鳥
に
優
し
く
、
人
に
優
し
く
、

自
然
を
愛
す
る
六
年
憲
の
活
動
が
全

校
に
広
が
る
と
と
も
に
、
明
る
い
あ

い
さ
つ
が
響
く
学
校
へ
と
進
ん
で
い

ま
す
。
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そ
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に
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百
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に
と
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て
は
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せ
る
風
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べ
て
自
分
の
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着
を
持
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眺
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て
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る
も
の
で
す
が
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そ
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橿
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た
野
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が
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に
衣
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え
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す
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後
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ま
す
．

▼
期
鷺
　
8
月
27
欝
（
木
〉

　
　
　
　
雨
．
天
順
鍾

▼
縛
聞
午
繭
8
跨
鎗
分

▼
場
所
　
町
騰
グ
ラ
ン
ド

あなたがキレる瞬問　ニコラス・レグシュ

大河の・…滴　　　　　　　　　五木　寛之

源疑物語三～3巻　　　　　　瀬戸内寂聴

春の蕎瀬舟　　　　　　　　　平岩　弓枝

さよならブラックバード　　　景癒　蔑夫

宣戦鞘告　上・下　　　　　　麻生　　幾

ワイド・ショウ　　　　　　大鶴　義丹

段ボールハウスで見る夢　　　中村　智志

三奉の矢　上・下　　　　　　榊　　東行

樹縛　　　　　　　　　　　永井するみ

地球の落とし穴　　　　　　広瀬　　隆

セイロン亭の謎　’　　　　　　平震　弓枝

・文章学ノート　　　　　　　　永由　則夫

一

ジrだv麗諺へ〉（∀一愈
へ》

　
ヴ

鴫
㌧

松之山町心の教簿振興会議会長　力q藤宏一一　（松之撫町教禽萎蟄会教膏長

一

ふ
れ
あ
い
活
動
の
充
実

　
　
　
　
　
浦
留
小
学
校

　
嶺
校
で
は
、
子
・
親
・
職
員
と
の

ふ
れ
あ
い
繕
動
を
璽
視
し
、
様
々
な

濡
動
を
行
つ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
　
六
月
十
三
欝
に
欝
”
彊
瓢
P
T

A
と
称
し
て
、
親
子
で
地
鷹
体
資
大

会
の
た
め
に
グ
ラ
ン
ド
整
備
を
行
っ

た
．
グ
ラ
ン
ド
の
砂
ま
毒
で
は
、
親

が
一
輸
車
で
運
ぶ
と
、
兜
童
が
そ
の

砂
を
ス
コ
ッ
プ
で
ば
ら
ま
い
て
な
ら

し
た
。
休
懇
タ
イ
ム
で
は
、
ポ
カ
リ

ス
エ
ッ
ト
を
飲
み
な
が
ら
、
楽
し
く

ま
し
た
が
、

ち
ょ
こ
逃
げ
る
の
で
な
か
な
か
当
た

り
ま
せ
ん
。
結
果
は
予
供
た
ち
の
勝

利
で
し
た
．
わ
ず
か
一
時
問
是
ら
ず

で
あ
っ
た
が
、
親
子
で
汗
を
流
す
こ

と
が
で
き
大
変
袴
慧
義
な
ひ
と
と
き

を
適
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
、

　
今
後
の
誹
薩
は
、
｝
学
期
の
終
了

式
後
の
親
子
で
の
校
奮
清
掃
、
夏
休

み
の
親
子
簾
行
、
さ
わ
ら
び
祭
（
文

化
祭
）
に
飼
け
て
、
親
子
作
鹸
翻
作

な
ど
が
あ
り
蜜
す
．

　
こ
の
よ
う
な
繕
動
を
等
し
て
、

子
・
親
・
職
興
と
の
ふ
れ
あ
い
濡
動

を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
お
蹴
い

の
儒
績
関
係
を
深
め
て
い
家
す
．

談
箕
す
る
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
．

　
七
玲
十
六
鷺
の
期
来
一

P
T
A
の
際
に
、
親
子

で
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
粥
の

ボ
ー
ル
を
使
い
、
ド
ッ
ヂ

ボ
ー
ル
を
得
っ
た
．
こ
の

ボ
ー
ル
だ
と
柔
ら
か
い

の
で
嘉
た
っ
て
も
痛
く

な
い
し
、
大
人
で
も
な
か

な
か
思
っ
た
と
こ
ろ
へ

投
げ
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

こ
れ
が
お
も
し
ろ
い
と

こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。
紅

白
に
分
か
れ
て
対
戦
し

た
後
、
子
供
対
親
で
行
い

　
子
供
た
ち
は
、
ち
ょ
こ

豊
か
な
窃
然
に
学
ぶ

　
　
　
　
松
之
由
小
学
校

　
讐
キ
ュ
ロ
嶽
鷺
ー
隔
と
ア
カ
シ
3

ウ
ビ
ン
が
鳴
き
、
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
が

学
校
の
周
り
を
飛
び
交
う
野
鳥
の
宝

庫
の
松
之
由
小
学
校
．

　
懲
然
を
愛
し
、
守
り
膏
て
る
自
磁

濃
動
を
行
う
「
松
之
山
時
緑
の
少
無

懸
鳳
が
礁
葎
結
成
さ
れ
た
．

そ
の
湧
動
は
、

・
美
人
林
満
掃
（
春
、
秋
無
2
鐡
）

・
美
化
濡
動
（
花
作
り
、
菜
園
）

・
学
校
林
整
備

・
上
越
交
流
集
会
参
糠

・
奉
仕
潜
動
（
ア
ル
ミ
無
嬢
収
等
）

・
松
之
由
町
野
鳥
愛
護
会
の
栂
撫
祐

　
一
さ
ん
に
よ
る
野
鳥
、
植
物
を
学

　
ぶ
学
翌
会

　
な
ど
様
々
な
溝
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
六
無
盗
は
、
州
野
鳥
と
友
達
に
な

ろ
う
漏
を
テ
ー
マ
に
、
郷
土
の
農
然

に
対
す
る
愛
藩
を
費
て
、
露
然
聚
境

の
保
護
を
考
え
て
濡
動
し
て
い
ま
す
。

・
巣
箱
作
り
と
設
置

・
野
鳥
定
点
継
続
観
察

・
野
鳥
愛
護
会
の
勉
強
会
参
撫

・
幕
朝
の
探
鳥
会
参
頒

・
野
鳥
新
闘
作
り

　
こ
の
濡
動
の
中
で
、
東
掌
の
叶
内

拓
哉
さ
ん
と
簿
り
愈
い
、
奉
を
欝
贈

い
た
だ
き
、
水
梨
の
墨
野
疋
男
さ
ん

か
ら
ヤ
マ
セ
ミ
等
野
鳥
の
す
ば
ら
し

さ
、
棚
鐵
の
大
切
さ
を
お
誰
し
い
た

だ
意
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
．

　
こ
れ
ま
で
の
括
動
で
、
義
が
町
松

之
撫
が
い
か
に
自
然
豊
か
で
多
く
の

人
々
が
漉
穏
し
て
い
る
ス
テ
キ
な
町

で
あ
る
か
、
再
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
次
の
よ
う
な
漸
動
を
謙
麟

し
て
い
ま
す
。

①
夏
休
み
の
科
学
観
究

②
手
作
り
野
鳥
図
鑑

③
噛
ア
カ
シ
籏
ウ
ビ
ン
｝
へ
の
寄
稿

④
野
鳥
こ
け
し
作
り

⑤
騰
の
渡
り
観
察

　
野
鳥
に
優
し
く
、
人
に
優
し
く
、

自
然
を
愛
す
る
六
年
憲
の
活
動
が
全

校
に
広
が
る
と
と
も
に
、
明
る
い
あ

い
さ
つ
が
響
く
学
校
へ
と
進
ん
で
い

ま
す
。



ー
①
卜
O

お知らせ

里
創
プ
ラ
ン

検
討
委
員
の
募
集

松之毒購役場　賛6－3匪．議

　
「
璽
翻
プ
ラ
ン
」
「
森
林
窒
闘
総
合

整
備
事
業
貼
の
爾
事
業
に
お
い
て
は

横
討
委
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
得
て
、

お
お
よ
そ
の
基
本
構
想
が
決
ま
り
今

年
度
か
ら
一
部
実
施
の
運
び
と
な
っ

て
お
り
ま
す
、

　
し
か
し
、
具
体
的
な
整
備
内
容
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
確
建
し
て
い
な
い

部
分
が
多
い
状
態
で
す
。

　
幾
往
の
横
討
委
貫
は
、
関
係
集
落

及
び
町
内
の
各
種
腿
体
の
代
表
等
か

ら
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
“
一
般

住
鍵
の
方
々
も
そ
の
メ
ン
バ
ー
に
加

わ
っ
て
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
検
討

作
業
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
地
域
住
饒
の
理
解
と

参
撫
を
得
て
実
施
し
て
い
く
こ
と
が

巖
も
婁
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
住
民

の
方
が
参
舶
で
き
る
状
態
を
つ
く
っ

て
い
く
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
具
体
的
な
作
業
内
容
で
す
が
、
月

に
｝
回
程
度
の
検
討
会
（
約
畢
鑓
）

へ
の
患
鷹
と
視
察
磁
修
へ
の
参
舶
に

な
り
ま
す
。

　
任
期
は
平
成
十
年
度
で
終
了
し
ま

す
が
、
そ
れ
以
降
も
引
き
続
き
粥
ら

か
の
形
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い

と
舞
え
て
お
り
ま
す
。

串
込
み
〆
切

　
　
　
平
成
牽
薙
八
月
二
牽
β

癖
込
先
及
び
お
問
い
禽
せ
兜

　
　
　
松
之
山
町
役
場

　
　
　
振
興
誤
企
爾
振
興
係

　
　
　
鶯
六
ー
三
π
一
…
一

支
障
木
を

伐
採
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
建
設
課
よ
り

　
圏
県
道
及
び
町
道
上
に
立
木
の
枝

が
せ
り
患
し
、
障
霧
と
な
っ
て
い
る

も
の
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
枝
が
折
れ
て
通
行
人
に
当
た
っ
た

り
、
車
上
に
落
下
し
車
を
破
損
す
る

事
故
が
趨
き
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
鰺
霧
と
な
る
立
木
を

所
窟
し
て
い
る
方
は
、
速
や
か
に
枝

を
払
う
な
ど
し
て
交
通
の
妓
げ
に
な

ら
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

ほっと一患

善
意
に
感
謝
し
ま
す

　
町
歓
会
禰
祉
協
議
会
に
ご
寄
付
が

あ
り
ま
し
た
。
町
の
筏
竃
橿
祉
の
た

め
に
活
馬
さ
せ
て
い
た
だ
き
衷
す
．

あ
り
が
と
う
。
こ
ざ
い
ま
し
た
。

◇
松
口
　
橿
漂
香
純
・
萌
・
裕
樹
様

　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
一
五
七
円

知って得する年金知識

年金相談会のお知らせ
　現葎の国罠年金鰯度、麟段年金保険料や漂鷹爺金のことなどについてどん

な相談にも慈じます。また、すでに年金をもらっている方もわからないこと

がありましたら、お気軽に穣談会へお越しください。

8月25臼（火〉午前玉0：00～午後3：00役場会議室8時

纏

県
立
上
越

テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー

平
成
難
年
度
生
徒
募
集

　
あ
な
た
も
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
で
専

糊
的
職
業
能
力
を
身
に
つ
け
濠
せ
ん

か
。
詳
し
く
は
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
ヘ

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

～
、
墓
集
科

　
　
　
（
蕩
等
学
校
皐
業
潔
対
激
）

　
　
　
　
　
露
動
箪
整
備
秘

　
　
　
　
　
メ
カ
ト
鷺
ニ
ク
ス
科

　
　
　
　
　
O
A
事
務
科

　
　
　
　
　
ホ
テ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
科

工
、
推
薦
選
鳶

　
①
受
　
付
　
九
月
　
段
（
火
〉
も

　
　
　
　
　
　
九
月
十
縢
鶏
（
月
）

　
②
試
験
β
　
九
月
二
十
五
鐵
（
金
）

三
、
｝
般
選
考

　
①
受
　
樗
　
十
月
二
旧
（
金
）
～

　
　
　
　
　
　
十
月
十
穴
9
（
金
）

　
②
試
験
田
　
十
月
三
十
臼
（
金
）

麟
、
お
問
い
含
せ
　
琢
集
係

　
倣
〇
二
五
五
ー
霞
五
ー
細
二
九
〇

海
上
保
安
大
掌

　
　
　
　
学
生
募
集

受
付
期
間

　
学
校
八
月
牽
七
田
（
月
）
～

　
　
　
　
　
八
月
黒
十
～
鐵
（
月
〉

　
大
学
校
　
八
月
凱
牽
七
段
（
木
〉
～

　
　
　
　
　
九
月
八
欝
灸
）

受
験
資
格

　
　
昭
秘
五
十
奪
照
月
瓢
β
以
降

　
（
大
学
は
、
昭
秘
五
十
一
瓢
無
熊
月

　
二
β
以
降
）
に
盤
ま
れ
た
麿
で
、

　
蕩
等
学
校
を
摩
業
し
た
鞍
及
び
平

　
成
十
ハ
年
鶯
、
月
に
卒
業
見
込
み
の

　
轡
。

　
蕩
等
専
門
学
校
の
第
薫
学
葎
の

！

　
　
瀬耀

　
　
五
　
’

『

　
　
　
■

　
繰
穆
を
修
了
し
た
奢
及
び
平
成
十

　
一
年
駕
月
に
修
了
見
込
み
の
奢
。

　
　
ま
た
は
、
岡
等
の
資
格
が
あ
る

　
と
認
め
ら
れ
た
奢
。

採
驚
予
定
数

　
学
校

　
　
船
舶
運
航
シ
ス
テ
ム
約
六
ナ
名

　
　
構
報
シ
ス
テ
ム
　
約
三
十
名

　
　
海
洋
科
学
　
　
　
　
約
　
十
名

　
大
学
校
　
　
　
　
約
繭
十
五
名

給
　
与

　
　
学
生
採
薦
当
初
か
ら
給
与
が
支

　
払
わ
れ
る
ほ
か
、
挟
養
・
期
廉
・

　
勤
勉
な
ど
の
諸
手
嚢
が
あ
り
ま
す
、

お
悶
い
合
せ
先

　
直
江
津
港
諮
標
識
事
務
漸

　
上
越
策
港
町
一
丁
黛
…
｝
煮
｝
○

　
僧
〇
二
五
五
（
四
撒
）
㈱
二
一
〇

ア
タ

　
％

γ

饒蕪．蕩

　
嚢
は
海
や
由
な
ど
の
大
自
然
と
ふ
れ
あ
う
絶
娼
の
季
節
。

㎜
乃
、
そ
う
し
た
場
藩
で
ケ
ガ
を
し
た
り
命
を
落
と
し
た
り
誉
る
事
故

も
、
一
葎
の
中
で
最
も
多
く
発
隻
し
て
い
ま
聲
。

　
こ
の
璽
、
海
氷
浴
や
登
磁
を
計
懸
し
て
い
る
乃
は
、
し
っ
か
り
安
全

対
策
を
し
て
か
ら
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

水
辺
の
事
故
は
命
に
か
か
わ
る

　
海
や
州
な
ど
で
の
水
難
は
、
薩
接

命
に
か
か
わ
る
こ
と
が
多
く
、
牽
分

な
漉
慧
が
必
要
で
す
、
平
成
9
奪
は

年
間
発
生
件
数
の
単
分
に
あ
た
る
千

十
八
件
が
六
＄
八
月
の
夏
挙
に
発
盤

し
、
水
難
潔
数
は
千
茸
七
十
七
入
、

そ
の
う
ち
鴛
衡
難
十
九
人
が
糞
い
命

を
失
っ
て
い
ま
す
。

糊
安
全
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
一

▼
悪
茨
候
の
時
は
泳
が
な
い

▼
泳
ぐ
箭
に
し
つ
か
り
準
備
運
動
を

▼
お
灘
を
飲
ん
だ
ら
泳
が
な
い

お
灌
を
飲
ん
で
海
に
は
い
る
と
、
心

職
麻
擁
を
起
こ
し
た
り
、
お
ぼ
れ
た

り
す
る
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
．

▼
遊
泳
禁
此
区
域
で
は
泳
が
な
い

遊
泳
禁
止
鼠
域
は
急
に
深
み
が
あ
る

な
ど
危
険
で
す
．

▼
水
上
ボ
ー
ト
な
ど
は
安
全
運
転
を

夏
山
だ
っ
て
骨
く
な
い

　
平
成
九
銀
の
夏
季
の
由
蕪
遭
難
煮

は
瓢
醤
t
十
二
人
。
そ
の
う
ち
、
躍

†
七
人
が
動
を
落
と
し
、
薫
五
牽
八

人
が
璽
傷
や
軽
蕩
を
負
っ
τ
い
ま
す
。

門
安
全
対
策
の
求
イ
ン
ト
一

▼
登
山
計
灘
譜
の
作
成
・
提
患
を

登
山
謙
繭
欝
は
万
一
の
時
の
手
が
か

り
と
な
り
ま
す
。

▼
単
独
登
山
は
遜
け
る
、
携
帯
電
話

な
ど
通
信
手
段
を
持
っ
て
登
磁
を

▼
経
験
や
技
徳
、
体
力
に
あ
っ
た
登

撫
を

無
理
な
コ
ン
デ
ィ
シ
灘
ン
で
の
登
山

は
命
に
か
か
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
気
象
判
断
は
確
実
に

由
の
芙
気
は
変
わ
り
や
す
く
、
夏
で

も
気
湿
が
低
く
な
り
ま
す
．
天
気
予

報
に
濫
慧
し
て
、
雨
翼
な
ど
の
裟
備

を
万
全
に

霊5



ー
①
卜
O

お知らせ

里
創
プ
ラ
ン

検
討
委
員
の
募
集

松之毒購役場　賛6－3匪．議

　
「
璽
翻
プ
ラ
ン
」
「
森
林
窒
闘
総
合

整
備
事
業
貼
の
爾
事
業
に
お
い
て
は

横
討
委
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
得
て
、

お
お
よ
そ
の
基
本
構
想
が
決
ま
り
今

年
度
か
ら
一
部
実
施
の
運
び
と
な
っ

て
お
り
ま
す
、

　
し
か
し
、
具
体
的
な
整
備
内
容
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
確
建
し
て
い
な
い

部
分
が
多
い
状
態
で
す
。

　
幾
往
の
横
討
委
貫
は
、
関
係
集
落

及
び
町
内
の
各
種
腿
体
の
代
表
等
か

ら
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
“
一
般

住
鍵
の
方
々
も
そ
の
メ
ン
バ
ー
に
加

わ
っ
て
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
検
討

作
業
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
地
域
住
饒
の
理
解
と

参
撫
を
得
て
実
施
し
て
い
く
こ
と
が

巖
も
婁
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
住
民

の
方
が
参
舶
で
き
る
状
態
を
つ
く
っ

て
い
く
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
具
体
的
な
作
業
内
容
で
す
が
、
月

に
｝
回
程
度
の
検
討
会
（
約
畢
鑓
）

へ
の
患
鷹
と
視
察
磁
修
へ
の
参
舶
に

な
り
ま
す
。

　
任
期
は
平
成
十
年
度
で
終
了
し
ま

す
が
、
そ
れ
以
降
も
引
き
続
き
粥
ら

か
の
形
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い

と
舞
え
て
お
り
ま
す
。

串
込
み
〆
切

　
　
　
平
成
牽
薙
八
月
二
牽
β

癖
込
先
及
び
お
問
い
禽
せ
兜

　
　
　
松
之
山
町
役
場

　
　
　
振
興
誤
企
爾
振
興
係

　
　
　
鶯
六
ー
三
π
一
…
一

支
障
木
を

伐
採
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
建
設
課
よ
り

　
圏
県
道
及
び
町
道
上
に
立
木
の
枝

が
せ
り
患
し
、
障
霧
と
な
っ
て
い
る

も
の
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
枝
が
折
れ
て
通
行
人
に
当
た
っ
た

り
、
車
上
に
落
下
し
車
を
破
損
す
る

事
故
が
趨
き
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
鰺
霧
と
な
る
立
木
を

所
窟
し
て
い
る
方
は
、
速
や
か
に
枝

を
払
う
な
ど
し
て
交
通
の
妓
げ
に
な

ら
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

ほっと一患

善
意
に
感
謝
し
ま
す

　
町
歓
会
禰
祉
協
議
会
に
ご
寄
付
が

あ
り
ま
し
た
。
町
の
筏
竃
橿
祉
の
た

め
に
活
馬
さ
せ
て
い
た
だ
き
衷
す
．

あ
り
が
と
う
。
こ
ざ
い
ま
し
た
。

◇
松
口
　
橿
漂
香
純
・
萌
・
裕
樹
様

　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
一
五
七
円

知って得する年金知識

年金相談会のお知らせ
　現葎の国罠年金鰯度、麟段年金保険料や漂鷹爺金のことなどについてどん

な相談にも慈じます。また、すでに年金をもらっている方もわからないこと

がありましたら、お気軽に穣談会へお越しください。

8月25臼（火〉午前玉0：00～午後3：00役場会議室8時

纏

県
立
上
越

テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー

平
成
難
年
度
生
徒
募
集

　
あ
な
た
も
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
で
専

糊
的
職
業
能
力
を
身
に
つ
け
濠
せ
ん

か
。
詳
し
く
は
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
ヘ

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

～
、
墓
集
科

　
　
　
（
蕩
等
学
校
皐
業
潔
対
激
）

　
　
　
　
　
露
動
箪
整
備
秘

　
　
　
　
　
メ
カ
ト
鷺
ニ
ク
ス
科

　
　
　
　
　
O
A
事
務
科

　
　
　
　
　
ホ
テ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
科

工
、
推
薦
選
鳶

　
①
受
　
付
　
九
月
　
段
（
火
〉
も

　
　
　
　
　
　
九
月
十
縢
鶏
（
月
）

　
②
試
験
β
　
九
月
二
十
五
鐵
（
金
）

三
、
｝
般
選
考

　
①
受
　
樗
　
十
月
二
旧
（
金
）
～

　
　
　
　
　
　
十
月
十
穴
9
（
金
）

　
②
試
験
田
　
十
月
三
十
臼
（
金
）

麟
、
お
問
い
含
せ
　
琢
集
係

　
倣
〇
二
五
五
ー
霞
五
ー
細
二
九
〇

海
上
保
安
大
掌

　
　
　
　
学
生
募
集

受
付
期
間

　
学
校
八
月
牽
七
田
（
月
）
～

　
　
　
　
　
八
月
黒
十
～
鐵
（
月
〉

　
大
学
校
　
八
月
凱
牽
七
段
（
木
〉
～

　
　
　
　
　
九
月
八
欝
灸
）

受
験
資
格

　
　
昭
秘
五
十
奪
照
月
瓢
β
以
降

　
（
大
学
は
、
昭
秘
五
十
一
瓢
無
熊
月

　
二
β
以
降
）
に
盤
ま
れ
た
麿
で
、

　
蕩
等
学
校
を
摩
業
し
た
鞍
及
び
平

　
成
十
ハ
年
鶯
、
月
に
卒
業
見
込
み
の

　
轡
。

　
蕩
等
専
門
学
校
の
第
薫
学
葎
の

！

　
　
瀬耀

　
　
五
　
’

『

　
　
　
■

　
繰
穆
を
修
了
し
た
奢
及
び
平
成
十

　
一
年
駕
月
に
修
了
見
込
み
の
奢
。

　
　
ま
た
は
、
岡
等
の
資
格
が
あ
る

　
と
認
め
ら
れ
た
奢
。

採
驚
予
定
数

　
学
校

　
　
船
舶
運
航
シ
ス
テ
ム
約
六
ナ
名

　
　
構
報
シ
ス
テ
ム
　
約
三
十
名

　
　
海
洋
科
学
　
　
　
　
約
　
十
名

　
大
学
校
　
　
　
　
約
繭
十
五
名

給
　
与

　
　
学
生
採
薦
当
初
か
ら
給
与
が
支

　
払
わ
れ
る
ほ
か
、
挟
養
・
期
廉
・

　
勤
勉
な
ど
の
諸
手
嚢
が
あ
り
ま
す
、

お
悶
い
合
せ
先

　
直
江
津
港
諮
標
識
事
務
漸

　
上
越
策
港
町
一
丁
黛
…
｝
煮
｝
○

　
僧
〇
二
五
五
（
四
撒
）
㈱
二
一
〇

ア
タ

　
％

γ

饒蕪．蕩

　
嚢
は
海
や
由
な
ど
の
大
自
然
と
ふ
れ
あ
う
絶
娼
の
季
節
。

㎜
乃
、
そ
う
し
た
場
藩
で
ケ
ガ
を
し
た
り
命
を
落
と
し
た
り
誉
る
事
故

も
、
一
葎
の
中
で
最
も
多
く
発
隻
し
て
い
ま
聲
。

　
こ
の
璽
、
海
氷
浴
や
登
磁
を
計
懸
し
て
い
る
乃
は
、
し
っ
か
り
安
全

対
策
を
し
て
か
ら
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

水
辺
の
事
故
は
命
に
か
か
わ
る

　
海
や
州
な
ど
で
の
水
難
は
、
薩
接

命
に
か
か
わ
る
こ
と
が
多
く
、
牽
分

な
漉
慧
が
必
要
で
す
、
平
成
9
奪
は

年
間
発
生
件
数
の
単
分
に
あ
た
る
千

十
八
件
が
六
＄
八
月
の
夏
挙
に
発
盤

し
、
水
難
潔
数
は
千
茸
七
十
七
入
、

そ
の
う
ち
鴛
衡
難
十
九
人
が
糞
い
命

を
失
っ
て
い
ま
す
。

糊
安
全
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
一

▼
悪
茨
候
の
時
は
泳
が
な
い

▼
泳
ぐ
箭
に
し
つ
か
り
準
備
運
動
を

▼
お
灘
を
飲
ん
だ
ら
泳
が
な
い

お
灌
を
飲
ん
で
海
に
は
い
る
と
、
心

職
麻
擁
を
起
こ
し
た
り
、
お
ぼ
れ
た

り
す
る
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
．

▼
遊
泳
禁
此
区
域
で
は
泳
が
な
い

遊
泳
禁
止
鼠
域
は
急
に
深
み
が
あ
る

な
ど
危
険
で
す
．

▼
水
上
ボ
ー
ト
な
ど
は
安
全
運
転
を

夏
山
だ
っ
て
骨
く
な
い

　
平
成
九
銀
の
夏
季
の
由
蕪
遭
難
煮

は
瓢
醤
t
十
二
人
。
そ
の
う
ち
、
躍

†
七
人
が
動
を
落
と
し
、
薫
五
牽
八

人
が
璽
傷
や
軽
蕩
を
負
っ
τ
い
ま
す
。

門
安
全
対
策
の
求
イ
ン
ト
一

▼
登
山
計
灘
譜
の
作
成
・
提
患
を

登
山
謙
繭
欝
は
万
一
の
時
の
手
が
か

り
と
な
り
ま
す
。

▼
単
独
登
山
は
遜
け
る
、
携
帯
電
話

な
ど
通
信
手
段
を
持
っ
て
登
磁
を

▼
経
験
や
技
徳
、
体
力
に
あ
っ
た
登

撫
を

無
理
な
コ
ン
デ
ィ
シ
灘
ン
で
の
登
山

は
命
に
か
か
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
気
象
判
断
は
確
実
に

由
の
芙
気
は
変
わ
り
や
す
く
、
夏
で

も
気
湿
が
低
く
な
り
ま
す
．
天
気
予

報
に
濫
慧
し
て
、
雨
翼
な
ど
の
裟
備

を
万
全
に

霊5
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保育鷲きりん組

　合同プー一ル

今月号の叢な内容

広報
今年は町制施行40周年

璽

発行段　璽賎鶏年9月駐縫　編集・発背辮会之山町役場総務諜

鰍2一王鰯親潟県粟頚城郡松加町大字松之重騰i2－2丁枷2蕊憾一3i31FAX9255鰯一3鵬

　鑑
　　　繋
難灘

　　灘

麟
縫

　　麟灘

騰醗

難、

臨

農業担い手公祇 2～3

穂尿病。風景癒展　　　　4～5

狂書・雪まつり 8～9

まちの話題 王0～難

湯鳥だより・お知らせ　稔～蔦

繋

灘

購　

鑑灘嚢灘

　　　　　　　一纒翻鍵灘灘懸

　　　　　　　　　　轍職聴雛

灘鰯麟騨籔麗纏

灘

圃圏回圃
おめでた（出生）

もんら

紋炉ちゃん　小口拭宏・恵里子さん

　　　　　　松之由（みのや〉
れもムな

玲奈ちゃん　高橋　等・久美子さん

　　　　　　天水轟（こびき）
えむプ

依簗ちゃん　柳　幸司・隆子さん

　　　　　　湯本（柳屋）

おくやみ（菟亡〉

哲内　清さん　66歳　坂　中（親家）

渡邊榮蔵さん87歳湯　本（富士屋〉

佐藤鶴松さん　79歳　天水越（せぎうら〉

＊7月i藏から7月31βまでの旙出分です．

＊広報に載せてほしくない方は、漏出σ）時に

窓欝にお詣ください．

え・うちのおかあさん

⑳◎（動㊨
　　　8瑛1王戴現・右三

塞怒ノベ鶯　　3，345入　（…2〉

　男　　王，633ノ、　（一D

　女1，7捻入（一1〉

難帯数　i，135戸（0〉

鎌鍵

》　　・

曳
ン

　　　　　ヤ　　　灘灘蒙，
　　講　繋
　藩雛霧
　　　・』一羅騨’

　　雛霧
　　じ講
　』瀦鍵

緊 ．／鱈　

むらやままさよしちゃん

　　湯本（坂中〉

お母さんの時な料理はコロッケです。おもちゃで遊

んでくれるので好きです、

かわいく描けたので良かったです、

お愚さんのおなかが大きくて、もうすぐ赤ちゃん生ま

れるよ。

（〉内は繭穆との此較 こよみ
町民憲章，露箏，53｛罫，月瀞｝定

わたしたちは松之出町罠です。郷土を愛し、

みんなでよりよい町づくり壱しよう．

構民の合雷葉

至、美しい緑と雪の中で

　　心豊かな入になろう
ま、ブナの梢が触れ合うように

　　連侮の心をもとう
　　　　　玉、湧きいづる湯祭のように

　　翻造のカを蕎めよう

温泉定休日
麹 1温泉センター1翠の湯

8月 20・27 12・31

9月 10・24 16・3ゆ

鼠
・1らi

◇フ月の出来事

！撫　湯之島集会勝竣工式

鐙β　驚高齢者スポーツ大会

12編　参議院議員選挙

i4β　駿函ヂ白痴」パーティー

26藏　町毘体育大会

◇8月89～9月”段の予定

8沼　真夏の雲祭り

　爆笑ライブ
1妊馨　由口清絵風景繭展178まで

2懸　勝遣族会慰霊祭

25β　郡蕎齢者スポーツ大会

27沼　町ゲートボール大会

30田　B＆G少年野球大会

1翰　小串学校2学期始業式

49　湯鳥講演会

9費　浦総紹魂祭

夢
β
記
よ
り

　
連
猿
の
猛
暑
で
す
っ
か
り
夏
ば
て

気
陳
で
す
．
食
欲
も
な
く
な
り
こ
の

機
会
に
減
量
で
も
し
よ
う
か
と
甘
い

考
え
も
・
…
、

　
し
か
し
、
夏
は
や
は
り
暑
い
方
が

農
い
で
す
。
冷
た
い
ビ
ー
ル
に
枝
豆

冷
や
蚊
、
や
は
り
減
量
は
無
理
の
よ

う
で
す
。

　
暑
い
夏
と
い
え
ば
参
議
院
選
拳
に

よ
り
｝
蟹
の
酋
穏
が
交
代
す
る
と
い

う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
一

票
の
量
み
を
感
じ
た
選
挙
で
し
た
。

大
変
な
撲
の
中
で
す
が
、
郷
と
か
爾

本
発
の
滋
雰
恐
擬
だ
け
は
避
け
て
ほ

し
い
も
の
で
す
．
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